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Abstract：This research aims to investigate the introductory history of men’s clothes design from France 

in the Meiji Restoration. Académie Internationale de Coupe de Paris has the historical materials 

thatshows design of Emperor Meiji's military uniform was introduced from the academy. 

Current fiscal year, 

we took some photographs of those materials and collected some domestic materials relatingEmperor 

Meiji's military uniform. 

 

 はじめに  

 本研究は我が国の洋装文化形成の最初期において、礼服・軍服などの男子服意匠の導入に大きな影

響を与えた幕末から維新期にかけての日仏間の交流の実態と意義を明らかにすることを目的とする。そ

のため、明治以前の歴史と伝統をもつパリの服飾専門学校、AICP校＊に現存する日本由来の注文書や

絵型などの未公開・未整理の一次資料をデータベース化し解析することを前提に、両国関係者によるコミ

ュニケーションの具体的経緯と男子服意匠の導入経過の解明を目指している。 

＊Académie Internationale de Coupe de Paris 

  

方法 

 本年度は AICP 校における資料公開の承諾が遅れたため、当面は同時期の洋装化に関連した日仏関

係者の国内における動向を具体的に解明できる資料の発掘を重点的に進め、AICP 校に送られた文書
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の写し、あるいは同校から送られた資料の存在を検証することとした。 

 そして、順次拡張していく同時期の「洋装化」の対象を限定するため、特に男子服意匠におけるその具

体的・象徴的事例として、 

  １） 写真が現存する幕府最後の 15 代将軍徳川慶喜の洋装姿 

     （ナポレオンⅢ世から贈呈されたものとされる） 

  ２） 国民にその服装を通じて新時代を印象づけた明治天皇の御服 

     （AICP 校に関連する意匠の絵型が現存する） 

を採り上げ、その歴史的経緯とそこに関わった日仏関係者の具体的動向および、その意匠や被服構成、

制作技術の導入において、仏側の原型からどのように日本化が図られたかの実態を分析する。 

 23 年度の経過報告 

 １．文献・資料調査 

2012 年 2 月 5 日、明治神宮において、学芸員より明治 6 年の明治天皇御料（御正服、御肩章、御正

帽）が保存されていることを確認した[1]。宝物殿では明治天皇御料（御フロックコート）の実物を閲覧し、

「フロックコートは私的に着用し、通常の政務の際は軍服を着用された。フロックコートは最初（明治 10 年

頃）政府高官の通常礼服として用いられたが、明治の中期以降は広く一般に普及した」との説明を確認し

た。 

靖国偕行文庫では、軍装の文献[2]を参照しながら、フランス皇帝ナポレオン三世より徳川慶喜に贈ら

れ、慶喜から榎本武揚に下げ渡されたフロックコートが保管されていることがわかった[3]。 

 ２．文化学園服飾博物館の資料撮影 

 同館に収蔵されている明治天皇着用のフロックコート、文官大礼服、軍服などの数点について、フラン

スからの意匠、製作技法への影響を検証するための資料として撮影を行った。 

 ３．AICP 校における調査 

 2012 年 2 月 17 日に AICP 校を訪問し、提示された明治期の日本関係の資料を閲覧し、一部を撮影し、

ヴォークレール校長と吉田マネージャーに関連する質疑を行った。資料は絵型や写真、注文書、手紙、

新聞の切り抜きなどから、ボタン、服の試作部分など多様で、年代・用途・関係者の特定は今後の課題で

あるが、明治期の男子服意匠に関わる日仏の交流を示す歴史資料であることは確認できた。その一部は

下図の通り。さらに未整理の資料が多数残されている可能性が高いので、次回の訪問を計画することとし

た。 

  

 

 

 

 

 

          図１ 桐の装飾図案           図２ 明治天皇の軍服の絵型 
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